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Ｆｒｅｅ ＭＥＤＬＩＮＥへの招待

１．ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥとは

ＭＥＤＬＩＮＥ（ＭＥＤｌａｒｓｏｎＬＩＮＥ） はご存じのよ

うに、米国のＮａｔｉｏｎａｌＬｉｂｒａｒｙｏｆ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ

（ＮＬＭ）が提供する医学・生命科学分野の 約

３，８００誌を収録する文献情報データベースで

す。１９６６年以降の文献検索において、今日、

世界的データベースとなっています。日本で

も医学図書館はもとより病院図書室でも商業

ベースで提供されるＣＤ－ＲＯＭ版が広く普及し、

文献検索の主役になっていることは改めて申

すまでもありません。このＭＥＤＬＩＮＥは １９９６年

４月１６日からＩｎｔｅｒｎｅｔＧｒａｔｅｆｕｌ Ｍｅｄ（ＩＧＭ）’）

によって、Ｗｅｂ 上でも有料でサービスが提供

されていました。ところが、１９９７年６月２６日

からはＷｅｂ上でのＭＥＤＬＩＮＥ使用は無料となり、

米国では大きな反響を呼んでいます。

尤も、ＭＥＤＬＩＮＥ の無料使用についてはイン

ターネット上では既に幾つか存在していまし

た。同じＮＬＭ内にある Ｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｅｎｔｅｒｆｏｒ

ＢｉｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＮＣＢＩ）が開発し

運営するＰｕｂＭｅｄ’）は、実験的なプログラムで

あるためか、以前からＷｅｂ上でＭＥＤＬＩＮＥを無料

で提供しています。他にも、Ｗｅｂ 上では幾つ

かの商業サイトが、”ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥ”として文

献デリバリーの機能も付け、ＭＥＤＬＩＮＥ検索は

無料で提供しています。しかし、それまで有

料であった ＮＬＭのいわば公式のサービスであ

る ＩＧＭが無料になったことは、大きな意味が

あり、医学分野の情報検索の形態にも少なか
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らず影響を与えそうです。

２．ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥの現況

近畿病院図書室協議会では一昨年秋のホー

ムページ開設以来、Ｗｏｒｌｄ－Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ（ＷＷＷ）で

利用できる”ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥ”を リンク集にして、

１９９７年１２月現在、１３ヶ所を紹介してい ます；ｉ）。

これらは、利用者登録の必要なところ もあり

ますが、すべて無料のサイトです。参考まで

に、それらを次に挙げてお きます。
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また、こ れら のサイトを一 覧表で紹介し

だ ＤｒＦｅｌｉｘ’ｓＦｒｅｅ ＭＥＤＬＩＮＥＰａｇｅ”１５）も挙

げていますので、それぞれの特徴や機能が一

望できます。更に詳しく知りたい場合は、各

サービ スにはＨｅｌｐやＧｕｉｄｅのペ ージが必ずあ

り、機能や検索の方法を詳しく知ることがで
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きます。ちなみに、説明の量を印刷した紙の

枚数で表しますと、ＩＧＭのＮｅｗＵｓｅｒ’ｓＳｕｒ－

ｖｉｖａｌＧｕｉｄｅでＡ４用紙１０枚、ＰｕｂＭｅｄＨｅｌｐ で

８枚、ＢｉｏＭｅｄＮｅｔＨｅｌｐＤａｔａｂａｓｅｓで１０枚にな

り、小さな文字が紙面に埋まります。つまり、

利用者は前もって別に解説書を準備しなくて

も、Ｗｅｂ ページの上だけで概要や使い方が具

体的にわかるようになっています。

そこで、インターネットが個人レベルでも

身近な存在になった現在、ＭＥＤＬＩＮＥ の利用形

態や機能もこれまで以上に大きく変わると思

われます。まず、エンドユーザーは図書館に

行かなくても、自宅や各部門あるいは外出先

でも容易にＭＥＤＬＩＮＥ にアクセスし、検索をす

ることができます。しかも、ＭＥＤＬＩＮＥのデー

タ内容自体も書誌情報と抄録やキーワードだ

けの従来の「二次資料」ではなくなってきて

います。検索結果の文献データには、それぞ

れの内容に関連する文献、あるいはフルテキ

ス斗へのリンクが張ってあるシステムもあり

ます。最近 はフルテキストのオンライン

ジャーナルもかなり現れていますが、Ｊｏｕｒｎａｌ

ｏｆＣｌｉｎｉｃａｌＩｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ̈ ）のように参

考文献には ＭＥＤＬＩＮＥへのリンクが逆に張って

ある例もあります。このように、インター

ネットの普及と機能強化によって革新的に変

わりつつある医学情報の世界で、その中心的

な存在である ＭＥＤＬＩＮＥの検索システムについ

て、代表的なサービスをここでは３例紹介し

ます。

３．ＩｎｔｅｒｎｅｔＧｒａｔｅｆｕｌＭｅｄ”

ＩＧＭは単にＭＥＤＬＩＮＥ だけでなく、ＮＬＭが保有

する各種の学術用データベースを Ｗｅｂ上で利

用できるように開発されたシステムです。そ

れらはＡＩＤＳＬＩＮＥ、ＨｅａｌｔｈＳＴＡＲ、ＨＩＳＴＬＩＮＥなど、

ＭＥＤＬＩＮＥ以外にも現在、１０種類のデータベー

スが含まれています。そのうち ＰｒｅＭＥＤＬＩＮＥ

は、ＮＬＭのシソーラスである ＭｅＳＨ語や文献タ

イプ、登録番号などを付ける前の、基本的な

書誌情報と抄録だけの文献データベースです。

ＰｒｅＭＥＤＬＩＮＥにはデータが毎日登録されてい

ますが、これにＭｅＳＨ語などを付けフルデータ

化されたレコードが、一週間ごとに ＭＥＤＬＩＮＥ

に移され両データベースが更新されます。ＩＧＭ

の現在のバージョンば Ｖ２．３．２”で、ホーム

ページを開くと概要を紹介するページが現れ

ます。ここで、”Ｐｒｏｃｅｅｄ”のボタンをクリッ

クして、検索を開始します。（図Ｏ

検索画面（図２）は、ボタンメニュー群と

検索語入力エリア、検索範囲の指定エリアの

３部で構成されています。検索するデータ

ベースの初期設定はもちろんＭＥＤＬＩＮＥです。

ＩＧＭでは、同じボタンメニュー群がこの他の

画面でも上下２個所によく見かけます。今一

つ垢抜けしませんが、下へのスクロールに

よってボタンが画面から消えても、処理実行

のために上に戻る必要がなくて便利です。更

に、随所に見られる青い ”ｉ”マークのアイコ

ンは、その局面でのヘルプです。また、処理

の操作はすべてボタン化され、直感的にわか

るように配慮されています。

検索ではまず、単語か熟語の検索語を３個

所ある入力ボックス内に適当に入力します。

次に、検索対象のｆｉｅｌｄをボタンメニューで

選び、論理演算記号の ”ＡＮＤ”や”ＯＲ”もボタン

で指定します。ここは紛らわしいのですが、

そのままなら ”ＡＮＤ”で結ばれ、”ＯＲ”の場合の

み”ＡｄｄＯＲ”ボタンを押します。必要に応じ、

検索範囲の指定エリアで言語や雑誌名あるい

は発行年などを、ボタンメニューによって指

定します。検索の実行ば ＰｅｒｆｏｒｍＳｅａｒｃｈ”を

クリックし、しばらく待つと検索結果の文献

リスト画面が現れます。この中から抄録など

を読みたい文献があれば左側のボックスに

マークを付け、”ＦｅｔｃｈｆｏｒＤｉｓｐｌａｙ”ボタン

を押せば、お馴染み ＭＥＤＬＩＮＥの文献データが

表示されます。

このように、ＩＧＭはエンドユーザー向けに

徹していますが、それはＩＧＭの長所であると

ともに、厳密な検索ではかえって不自由にも

なっています。その中で、特徴ある機能につ

いて次に幾つか触れてみます。

ＩＧＭば ＰｅｒｆｏｒｍＳｅａｒｃｈ”でも、入力された
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図１。ＩｎｔｅｒｎｅｔＧｒａｔｅｆｕｌＭｅｄ－Ｈｏｍｅｐａｇｅ
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検索語がＭｅＳＨ語かどうかを自動的にチェック

しています。しかし、さらに網羅性の高い検

索をしたい場合に、図２のボタンメニュー群

の中の、”ＦｉｎｄＭｅＳＨ／ＭｅｔａＴｅｒｒａｓ”のボタン

を使います。検索語の入力後、このボタンを

クリックすると、ＭｅＳＨ関連の情報、すなわち

ｈｅａｄｉｎｇｓや ｓｕｂｈｅａｄｉｎｇｓあるいはＴｒｅｅ構造が

表示されます。ユーザーはこの中から目的に

相応しいＭｅＳＨ語を選ぶことができます。ま

た、”ＰｅｒｆｏｒｍＳｅａｒｃｈ”では検索結果がゼロで

も、”ＡｎａｌｙｚｅＳｅａｒｃｈ”を使うと関連語や類語

を示してくれます。これば Ｍｅｔａｔｈｅｓａｕｒｕｓ”

の働きによるもので、ＮＬＭが１９８６年から開発

を進めている Ｕｎｉｆｉｅｄ ＭｅｄｉｃａｌＬａｎｇｕａｇｅ

Ｓｙｓｔｅｍ（ＵＭＬＳ）のひとつの機能です。ＭｅＳＨも

その一部に含まれ、ＩＧＭに適用されています。

ただし、ＵＭＬＳとＭｅＳＨとの連携は検索に必ずし

も寄与していないとの報告もあります１７）。

この他、ＩＧＭの最も魅力的な機能のひとつ

は検索結果の ”ＤｏｗｎｌｏａｄｆｏｒＤｉｓｋ”だと思い

ます。これは、数百文献のデータであろうと、

画面に内容を表示しなくても、抄録やタグ付

きのフル・データを一気にディスクに落とせ

ます。ＥｎｄＮｏｔｅ などで利用するのに便利だと、

ＩＧＭ自身も推薦しています。次の ＰｕｂＭｅｄ に

は、残念ながらこの機能がありません。ま

た、”ＬｏａｎｓｏｎｉｅＤｏｃ”による文献の入手は、ア

メリカとカナダでは地域の医学図書館を通じ

て可能のようです。ところで、ＮＬＭがＩＧＭの利

用にあたって推奨する Ｗｅｂブラウザの、Ｎｅｔ－

ｓｃａｐｅＮａｖｉｇａｔｏｒの”２．０．１”は、私の経験では

検索が正常に作動しません。”２．０．２”以上で

は実行されましたが、検索でエラーが出た場

合、ブラウザの種類とバージョンを一応確か

めてください。

４．ＮＣＢＩＰｕｂＭｅｄ’）

ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥにおいて、最新、最速、最強

のシステムはやはりこのＰｕｂＭｅｄでしょうか。

とにかく、検索の速さはパワフルの一語につ

きます。図３でもおわかりのように、ホーム

ページを開くと極めてシンプルで飾り気のな

１２６
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い初期画面が現れます。左サイドバーには地

味な文字メニュー、中央に検索語の入力ボッ

クスが一行と数個のボタン・メニューあるだ

けです。この状態で検索語を幾つかスペース

区切りで人力し、”Ｓｅａｒｃｈ”ボタンをクリック

すれば、ＭＥＤＬＩＮＥを ”ＢａｓｉｃＳｅａｒｃｈ”で検索す

ることになります。検索語は単語や熟語の件

名、あるいは著者名や雑誌名なども混在して

入力できます。単語間は自動的に ”ＡＮＤ”で結

ばれ、著者や雑誌名はそれぞれのフィールド

から検索されます。検索結果は、”Ｄｏｃｕｍｅｎｔ

ＳｕｍｍｅｒｙＰａｇｅ”（図５）に一覧表示されるの

でこの中から目的の文献を選び、 ”Ｄｉｓｐｌａｙ”

ボタンをクリックすれば、文献データの内容

が表示されます。ＰｕｂＭｅｄはかなり賢いシステ

ムなので、高い網羅性を誇っています。

このように、ＰｕｂＭｅｄは熟練者でなくても簡

単に ＭＥＤＬＩＮＥ検索ができます。一見、初心者

に優しいだけのシステムにも見えますが、実

は、複雑な論理演算式を用いる緻密な検索に

も対応しています。図３のメニューバーにあ

る ”ＡｄｖａｎｃｅｄＳｅａｒｃｈ”を選ぶと、入力ボック

スの上に”ＳｅａｒｃｈＦｉｅｌｄ”ど Ｍｏｄｅ”のメニュー

ボタンが現れます。 Ｆｉｅｌｄはテキスト、著者

やＭｅＳＨ語などの項目指定ですが、Ｍｏｄｅとは検

索に使用可能な候補用語のリスト表示か自動

追加かの選択メニューです。ここで検索をす

ると、図４に示ず ＭｏｄｉｆｙＣｕｒｒｅｎｔＱｕｅｒｙ”の

画面になります。 ”ＣｕｒｒｅｎｔＱｕｅｒｙ”で現在の

検索状況を表示し、”ＡｄｄＴｅｒｍ（ｓ）ｔｏＱｕｅｒｙ”

で絞込み語の入力、”ＭｏｄｉｆｙＣｕｒｒｅｎｔＱｕｅｒｙ”

で検索語の選択による再検索ができます。こ

こで、現在の検索結果の文献数が妥当であれ

ば、”ＲｅｔｒｉｅｖｅＤｏｃｕｍｅｎｔｓ”で、図５の一覧表

示になります。

ＰｕｂＭｅｄをすでに使っている方は、お気づき

のことと思いますが、図３．４．５の画面では

これまでになかったメニューやボタンがあり

ます。図３の ”ＭｅＳＨＢｒｏｗｓｅｒ”、”Ｃｉｔａｔｉｏｎ

Ｍａｔｃｈｅｒ”、それに図４．５．の ”Ｄｅｔａｉｌｓ”や

”Ｏｒｄｅｒ”のボタンです。強力なＰｕｂＭｅｄに１９９８

年１月２６日、ＳｙｓｔｅｍＵｐｄａｔｅ があり便利な機
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能が更に追加されました。この内 Ｄｅｔａｉｌｓボ

タンでは検索式の編集が、Ｏｒｄｅｒ ボタンでは

ＩＧＭと同様に文献申込ができるようになりま

した。詳しい内容は図３の”Ｎｅｗ／Ｎｏｔｅｗｏｒｔｈｙ：

ＰｕｂＭｅｄ２．０”でアナウンスされています。これ

らの機能を試したところ、ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ対応の

ブラウザ、すなわち ＮｅｔｓｃａｐｅＮａｖｉｇａｔｏｒ の

３．Ｏ以上でなければエラーになりました。Ｐｕｂ

Ｍｅｄの案内にはありませんが注意が必要です。

なお、検索のプロ向けの機能として、各検索

語ごとにｆｉｅｌｄを指定し論理演算式をいきな

り入力ボックスに書き込む方法も可能ですが、

一般には薦めていません。

さて、ＰｕｂＭｅｄの最も特色ある機能として、

関連文献（Ｎｅｉｇｈｂｏｒｓ）あるいはフルテキスト

ヘのリンクがあります。図５の各文献の上に

ある［ＳｅｅＲｅｌａｔｅｄＡｒｔｉｃｌｅｓ］をクリックする

と内容的に近いと独自のアルゴリズムによっ

て解釈された文献リストが表示されます。ま

た、１９９７年９月の時点で約９ｏ誌のフルテキス

トのオンライン・ジャーナルと提携し、これ

らの雑誌の文献にリンクが張ってあります。

ただし、多くは有料です。また、臨床系では

ＭＥＤＬＩＮＥと ＰｒｅＭＥＤＬＩＮＥだけへのアクセスで

すが、”Ｅｎｔｒｅｚ”検索システムの ＤＮＡデータ

ベースやゲノム・マップなど基礎的な分子生

物学の分野もカバーしているのが特徴です。

同じＮＬＭから２種類のＭＥＤＬＩＮＥ検索システム

がインターネット上で提供されているのは不

思議ですが、アメリカでも同様の感想がある

ようです。両者を比較した報告１８）１９）がやは

りインターネット上にあり参考になります。

私の印象としては、ＰｕｂＭｅｄは大馬力のエンジ

ンを積み走りに徹したスポーツカーならば、

ＩＧＭはフル装備の豪華で安楽なセダン車のよ

うです。目的と気分次第で、双方を使い分け

てはいかがでしょうか。

５．ＢｉｏＭｅｄＮｅｔ’）

ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥは商業的サイトから数多く提

供されていますが、その中で、機能の豊富な

ＢｉｏＭｅｄＮｅｔの例をみてみます。ＢｉｏＭｅｄＮｅｔは生

－１２７

物学・医学研究者のための Ｗｅｂ上の会員制ク

ラブで、会員登録をすると各種の情報サービ

スや、ＭＥＤＬＩＮＥなどのデータベースを無料で

利用することができます。先ほどのＮＣＢＩも加

わっていますが、企業や研究機関、大学など

の５機関が共同で運営しています。尤も、

ＢｉｏＭｅｄＮｅｔは共同運営の一員である Ｃｕｒｒｅｎｔ

ＳｃｉｅｎｃｅＧｒｏｕｐ 社の一部門でもあります。ま

た、広告スポンサーとして約４０社があり、生

命科学や化学薬品関係の企業があかっていま

す。ＡｃａｄｅｍｉｃＰｒｅｓｓ、ＢＭＪ、Ｃｅｌｌ、Ｅｌｓｅｖｉｅｒ、

Ｋａｒｇｅｒ、Ｎａｔｕｒｅ、Ｓｃｉｅｎｃｅ、Ｓｐｒｉｎｇｅｒ などお

馴染みの科学系出版社の名前も見えます。

ＢｉｏＭｅｄＮｅｔが提供するＭＥＤＬＩＮＥ検索システム

ば ＥｖａｌｕａｔｅｄＭＥＤＬＩＮＥ”といわれ、著名な専

門雑誌のレビュアーが興味深い文献には独自

に評価を与えています。また、検索エンジ

ン”Ｂｉｂｌｉｏｔｅｋ２”は共同運営の一員Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ

Ｐｒｅｓｓ 社が開発したものです。ホームページ

を開くと、上に”ＪｏｉｎＮｏｗ”ど’Ｍｅｍｂｅｒｓ”のボ

タン、下に”ＥｖａｌｕａｔｅｄＭＥＤＬＩＮＥ”の特徴が記

された画面が現れます（図７）。会員登録が

まだの場合は、”ＪｏｉｎＮｏｗ”ボタンをクリック

し、登録手続きをします。登録は一般的な

フォームで、氏名、住所、国名、メールアド

レス、専門分野などのほか、ユーザー名とパ

スワードをすべて半角英数文字で人力します。

このように、ユーザー登録が必要なサイトは

他に、Ａｖｉｃｅｎｎａ、ＨｅａｌｔｈＷｏｒｌｄＯｎｌｉｎｅ、更に

Ｍｅｄｓｃａｐｅなどありますが、登録は無料です。

ただし、定期的に英文のニュース・メールが

入るようになります。例えば ＢｉｏＭｅｄＮｅｔの場

合、Ｗｅｂ上の医学情報誌”ＨＭＳＢｅａｇｌｅ”の内容

紹介が送られてきます。購読を止めたい時は、

簡単にメールでいつでも断れます。

さて、既に会員登録を済ませている場合

は、”Ｍｅｍｂｅｒｓ”ボタンをクリックし、次に

ユーザー名とパスワードを入力します。しば

らく待つと、検索画面が現れます。（図７）

ここだけに限らずＨｅａｌｔｈＧａｔｅ、ＨｅａｌｔｈＷｏｒｌｄ

Ｏｎｌｉｎｅ、Ｍｅｄｓｃａｐｅなど、商業的なサイトは一

般的にサービス・メニューで溢れ、楽しくな
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図３．ＮＣＢＩＰｕｂＭｅｄ－Ｈｏｍｅｐａｇｅ／ＳｅａｒｃｈＳｃｒｅｅｎ

－ １２８－
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図４．ＮＣＢＩＰｕｂＭｅｄ－ＭｏｄｉｆｙＣｕｒｒｅｎｔＱｕｅｒｙ

－１２９－
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図５．ＮＣＢＩＰｕｂＭｅｄ－ＤｏｃｕｍｅｎｔＳｕｍｍｅｒｙＰａｇｅ

－１３０－
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ります。検索語は一行のボックスに入力する、

ＰｕｂＭｅｄ方式です。同方式はＭｅｄｓｃａｐｅや Ｈｅａｌｔｈ

ＷｏｒｌｄＯｎｌｉｎｅも採っています。検索語の単純

な羅列でも”ＡＮＤ”で結び結果をだしますが、

論理演算式はかなり緻密な検索にも対応して

います。ただし、範囲指定は独自の方法で、

略号にもクセがあります。また、検索の対象

年はＩＧＭやＰｕｂＭｅｄと同様、１９６６年以降のｆｕｌｌ

ＭＥＤＬＩＮＥですから、最新データまで一気に検

索することも簡単です。

特徴的な機能として、図７でもお分かりの

ように、これまでの自分の検索履歴がサー

バーに残っています。この履歴は検索式の中

で使えるので、絞り込み検索や定期的な検索

には便利です。また、先にも触れましたが、

文献リストには、”ｅ＊”ＯｆＳｐｅｃｉａｌＩｎｔｅｒｅｓｔ

や、”ｅ＊＊”ＯｆＯｕｔｓｔａｎｄｉｎｇＩｎｔｅｒｅｓｔ の赤い

マークが付いたものがあります。更に、各文

献データの最後尾には、ＰｕｂＭｅｄの協力によっ

て、［ＲｅｌａｔｅｄＲｅｃｏｒｄｓ］へのリンクが張って

あります。”ＶｉｅｗＳｅｌｅｃｔｅｄ”ボタンで文献の

フルデータ画面に移ると、提携オンライン・

ジャーナルの場合、収載雑誌の巻号の目次あ

るいはフルテキストを見ることができます。

また、一度に５００件までのフルデータのダウ

ンロードも可能ですし、新たに、文献デリバ

リーにも他の商業サイトと同様、有料で対応

しています。

このように、ＢｉｏＭｅｄＮｅｔは機能満載ですが、

早くからＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥを提供していたＨｅａｌｔｈ

ＧａｔｅやＭｅｄｓｃａｐｅ、あるいはその他のサービス

サイトも、それぞれの特色をもっています。

操作性、検索の速度と精度、付加機能などを

吟味し、ご自分の愛用ＭＥＤＬＩＮＥをＷｅｂ上で見つ

けてください。

６．インターネットと図書館

Ｆｒｅｅ ＭＥＤＬＩＮＥの例をみると、エンドユー

ザーは図書館に行く必要がなくなるように思

われます。まして今後、フルテキストのオン

ラインジャーナルが普及すれば、ますますそ

の感は強くなり、最後には図書館も不要にな

るかもしれません。しかし、果たしてそうな

るのでしょうか？

ｗｅｂ－ｚｉｎｅで偶然見かけた記事２０）によれば、

サンフランシスコの公立図書館を例に、利用

者自身がコンピュータを操作しなければ目的

の情報に辿れない弊害を指摘しています。コ

ンピュータを使ったことがない人々が半数近

くを占める米国で、市民は図書館へ行くと数

種類のアプリケーションやメディアの使い方

を把握し、目的のデジタル情報へのアクセス

方法を理解しなければなりません。そのため

に、図書館員は情報リソースの種類や検索方

法の教育にあたるのですが、コンピュータ・

リテラシーの国民への浸透を図っているかの

ようだと述べています。つまり図書館員は、

今までのような”ｓｈｅｐｈｅｒｄｓｏｆｂｏｏｋｓ”ではな

く、人々をデジタル情報とりわけインター

ネットに導く「十字軍」になっているそうで

す。確かに、サイバースペースで仕事をする

図書館員は ”Ｃｙｂｒａｒｉａｎ”といわれ、アメリ

カ図書館協会でば ＴｈｅＣｙｂｒａｒｉａｎ’ｓＭａｎｕａｌ”

を発行■ｉ１）し、教化に努めています。

コンピュータ先進地域といわれるアメリカ

西海岸での市民の状況も驚きである一方、デ

ジタル情報化時代における図書館員の役割に

は想像以上のものがあります。更に、この記

事はインターネットの代表的なｗｅｂ－ｚｉｎｅに掲

載されたものですが、インターネットの長所

とともに弱点や限界にも触れています。それ

は、インターネットの情報は従来の印刷媒体

に比べ一時的であり不確実で信頼性に欠ける

点を指摘し、従来の図書館資料の重要性を強

調しています。公共図書館と病院図書室は立

場が違うにしても、インターネット時代の図

書館あ、るいは図書館員を考える上で、複雑な

気持ちで興味深く読みました。何でもかでも

インターネットで、という安易な発想や過剰

な期待は慎しみたいものです。

了．ｍｉｓｃ

文中は省略しましたが、 ＭＥＤＬＩＮＥをはじめ

ここにあげた固有名詞の多くは、⑧や・｜` マー

－１３１－
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クが付いていることをお断りしておきます。

また、図書館では ＣＤ－ＲＯＭ版ＭＥＤＬＩＮＥは不要に

なるのではとの期待や不安も生じると思いま

す。しかし、ＭＥＤＬＩＮＥ のような臨床の場でも

特別重要なデータベースは、アクセスに複数

のチャンネルがあって当然と思います。まし

て、インターネットのインフラ整備が不十分

な病院図書室の現状では、手元にもデータを

置かざるをえません。

最後に、私かＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥ紹介の原稿で苦

労していることをご存じの、川鉄千葉病院の

奥出麻里氏と株式会社サンメディアの松下茂

氏からは、ＰｕｂＭｅｄアップデートの翌日、早速

ニュースのメールをいただきました。お二人

のご親切に感謝いたします。
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［追記］

この原稿を編集部へ提出した数日後の２月

１１日、ＢｉｏＭｅｄＮｅｔ からフルテキストに関する

重要なニュースメールが届きました。その中

に、ＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙ は ＢｉｏＭｅｄＮｅｔと提携し

オンラインで文献を提供とありました。確か

に、ＥｖａｌｕａｔｅｄＭＥＤＬＩＮＥで検索してみると各

文献の下に”ＤｏｃｕｍｅｎｔＤｅｌｉｖｅｒｌｙ：Ｏｒｄｅｒｔｈｉｓ

ａｒｔｉｃｌｅｆｒｏｍｔｈｅＢｒｉｔｉｓｈＬｉｂｒａｒｙ”と新し

く大きなボタンが付いています。ＢＬからは郵

送か ＦＡＸで文献コピーが申込者に送られ、支

払いはクレジット・カードかインボイスによ

ります。図書館も煩わしい相互貸借業務から

は解放されますよとメールの発信者は誇らし

げです。先のＰｕｂＭｅｄのアップデートもそうで

したが、ＦｒｅｅＭＥＤＬＩＮＥはいずれも文献デリバ

リーも充実してきたようです。

１３４－
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